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つ
い
に
は
修
行
を
諦
め
よ
う
と
思
い
悩
む

ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
苦
悩
を
見
抜
い
た
お

釈
迦
さ
ま
は
、
彼
が
琴
の
名
手
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
「
琴
の
絃
は
強
く
張
り
過
ぎ

ず
、
ま
た
緩
め
す
ぎ
も
し
な
い
時
に
こ
そ
、

良
い
音
が
出
る
だ
ろ
う
」
と
説
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
助
言
に
ソ
ー
ナ
は
、
自
ら
の
姿

勢
を
省
み
て
再
び
修
行
に
励
み
、
つ
い
に

は
さ
と
り
を
得
ら
れ
た
と
い
う
の
で
す
。 

 

し
ば
ら
く
し
て
新
し
い
花
立
を
設
置
さ

れ
安
堵
さ
れ
た
姿
を
拝
見
し
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。 

 

お
釈
迦
さ
ま
の
説
か
れ
た
、
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
を
保
っ
た
心
境
、
日
々
の
出
来
事

に
流
さ
れ
が
ち
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

目
指
す
べ
き
境
地
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
な

か
、
日
常
を
取
り
戻
そ
う
と
気
持
ち
は
急

ぎ
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
に
こ
そ
一
日
、
一

瞬
の
大
切
さ
を
念
じ
つ
つ
動
き
出
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。 

 
八幡仏教会ホームページ 
http://www.8butsu.jp 

い
っ
ぷ
く
し
て 

ま
た
動
き
出
す 

八
幡
仏
教
会
会
長 

浅
野
真
顕 

 

日
頃
は
八
幡
仏
教
会
の
活
動
に
た
い
し
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
と
は
い
え
少
し
ず
つ
平
静

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
中
で
の
、
お
釈
迦
様
の
お

誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
五
月
五
日
「
花
ま
つ
り
」

の
お
参
り
ほ
ん
と
う
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
は
じ
め
参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の

方
々
、
世
話
人
の
皆
様
方
、
四
年
ぶ
り
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
愛
く
る
し
い
目
の
輝
き
、
心
か
ら
な

る
合
掌
の
姿
心
温
ま
る
光
景
で
し
た
。 

 

私
た
ち
が
日
々
の
生
活
、
仕
事
に
家
事
に
育
児

⋩
そ
れ
ぞ
れ
が
懸
命
に
、
精
進
の
心
持
ち
で
過
ご

す
の
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
と
同 

じ
様
に
し
っ
か
り
と
休
養
す
る
こ
と
も
ま
た
、

生
き
る
上
で
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

あ
る
檀
家
さ
ん
が
、
お
墓
の
花
入
れ
に
穴
が

空
い
て
水
が
漏
れ
す
ぐ
に
花
が
枯
れ
て
し
ま

う
。
早
く
直
さ
な
い
と
毎
日
心
配
で
心
配
で
早

く
し
な
い
と
と
、
お
墓
に
下
見
に
お
参
り
に
見

え
ま
し
た
。 

 

そ
の
時
、
私
は
お
釈
迦
さ
ま
の
説
か
れ
た
「
琴

の
絃
」
の
た
と
え
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

お
釈
迦
さ
ま
の
お
弟
子
に
ソ
ー
ナ
と
い
う
大

変
に
熱
心
に
修
行
を
さ
れ
た
僧
侶
が
お
ら
れ
ま

し
た
。
ソ
ー
ナ
は
休
む
こ
と
な
く
、
ま
さ
に
血

の
滲
む
よ
う
な
修
行
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
さ
と
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、 
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四
年
ぶ
り
に
花
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
三
年
間
は
、
様
々
な
行
事
が
中
止
に
な
り
、
経

済
的
に
も
気
分
的
に
も
沈
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
に
な
っ
て
少

し
ず
つ
行
事
が
再
開
さ
れ
、
活
気
も
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
八
幡
仏

教
会
の
行
事
の
再
開
も
、
活
気
づ
く
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
る
と
嬉

し
い
で
す
。 

令
和
二
年
～
令
和
四
年
の
間
、
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
「
花

祭
り
」
が
、
今
年
の
五
月
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
沢
山
の
ご
参

加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
手
伝
い
頂
い
た
世
話
人
様
や
景
品
の
ご
提
供
を
頂
き
ま
し
た

皆
様
に
は
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
連
休
中
と
い
う
事
も
あ
り
、
小
さ
な

お
子
さ
ん
の
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
の
見
物
人
も
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

令
和
五
年
度 

暁
天
の
集
い
予
定
表 

 

七
月
二
十
八
日(

金)
 

洞
泉
寺 

 
 

八
月
三
日(

木)
 

悟
竹
院 

七
月
二
十
九
日(

土)
 

慈
恩
寺 

 
 

八
月
四
日(

金)
 

浄
因
寺 

七
月
三
十
日 

(

日)
 

願
蓮
寺 

 
 

八
月
五
日(

土)
 

長
敬
寺 

七
月
三
十
一
日(

月)
 

最
勝
寺 

 
 

八
月
六
日(

日)
 

大
乗
寺 

八
月
一
日 

 
(

火)
 

善
光
寺 

 
 

八
月
七
日(

月)
 

蓮
生
寺 

八
月
二
日 

 
(

水)
 

安
養
寺 

 
 

八
月
八
日(

火)
 
 

楊
柳
寺 

 

※
朝
六
時
頃
開
始
～
四
十
分
程
度 
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令
和
五
年
度
役
員 

 

令
和
四
年
度
の
役
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
順
不
同
）
。
ご
苦
労
様
で
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

会 

長 

浅
野 

真
顕
（
洞
泉
寺
） 

 

副
会
長 

千
葉 

譲 

（
長
敬
寺
） 

 

玉
腰 

秀
樹
（
淨
因
寺
） 

 

餌
取 

評
八 

 

事
務
局
長 

稲
村 

隆
元
（
悟
竹
院
） 

 

会 

計 

本
田 

あ
け
美 

 

総
務
部
長 

山
下 

健
一 

 

事
業
部
長 

服
部 

純
一 

 

教
化
広
報
部
長 

服
部 

貢
一
郎
（
善
光
寺
） 

 

監 

事 

筒
井 

淳
美 

 

和
田 

勝
介 

 
理 
事 

川
上 

朝
史 

 

加
藤 

一
朗 

 

清
水 

俊
夫 

 

大
前 

三
郎 

 
 

 
加
藤 

克
久 

 
平
瀬 

忠
寿 

 
 

  

寺 

院 

石
神 

真 
 

（
願
蓮
寺
） 

 

川
岸 

承
翁
（
楊
柳
寺
） 

 

楠 
 

智
広
（
安
養
寺
） 

 

高
橋 

教
雄
（
大
乗
寺
） 

 

多
田 

克
次
（
最
勝
寺
） 

 

東 
 

理
隆
（
慈
恩
寺
） 

 

中
島 

密
慈
（
遍
照
殿
） 

 

毛
利 

諦
信
（
蓮
生
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

町
内
世
話
人(

七
月
十
日
現
在) 

 

上

桜

町 

田
尻 

浩 

下

桜

町 

酒
井 

雄
一
朗 

上

柳

町 

野
田 

礼
行 

中

柳

町 

長
尾 

和
生 

下

柳

町 

三
原 

慎
也 

上

殿

町 

酒
井 

重
一 

中

殿

町 

山
内 

幸
彦 

下

殿

町 

前
田 

伊
三
夫 

職

人

町 

横
枕 

良
一 

鍛

冶

屋

町 

田
中 

眞
理 

大

手

町 

川
上 

朝
史 

本

町 

天
野 

収
一 

肴

町 

加
藤 

一
朗 

上

尾

崎

町 

谷
合 

美
昭 

下

尾

崎

町 

細
江 

儀
憲 

向

山 

中
島 

勝
義 

左

京

町 

小
林 

功 

常 

盤 

町 

楠 

二
三
男 

北

朝

日

町 

青
木 

寿
生 

南

朝

日

町 

富
田 

博
文 

上

愛

宕

町 

本
田 

あ
け
美 

中

愛

宕

町 

坪
井 

實 

下

愛

宕

町 

加
藤 

孝
雄 

川

原

町 

筒
井 

淳
美 

立

町 

服
部 

茂
之 

乙

姫

町 

川
端 

憲
彦 

山

本

町 

山
下 

健
一 

東

町

一

区 

高
垣 

昌
幸 

東

町

二

区 

和
田 

洋
一 

橋

本

町 

吉
田 

新
一
郎 

新

町 

清
水 

俊
夫 

稲

荷

町 

三
浦 

忠 

大

坂

町 

和
田 

勝
介 

上
日
ノ
出
町 

小
坂 

和
史 

下
日
ノ
出
町 

寺
脇 

美
枝 

上

日

吉

町 

山
田 

保
雄 

 

下

日

吉

町 

大
前 

三
郎 

 

朝
日 

令
子 

 

古
田 

博
之 

 

篠
田 

節
子 

 

和
田 

美
智
也 

 

鷲
見 

光
義 

今

町 

高
垣 

幸
子 

栄

町 

尾
田 

孝
夫 

今

小

町 

足
立 

正 

大

正

町 

河
合 

宏
幸 

上

桝

形

町 

山
田 

康
司 

下

桝

形

町 

坪
井 

純
一 

新

栄

町 

服
部 

純
一 

 

宇
佐
見 

芳
和 

住

吉

町 

加
藤 

克
久 

 

城

南

町 

鷲
見 

宏
康 

 

田
中 

清
美 

 

青
木 

秀
人 

 

渡
邉 

勝
美 

 

中
邑 

篤
司 

初

音

一

区 

佃 

数
馬 

上 
 

が 
 

洞 

黒
木 

聡 

五

町 

大
坪 

重
弘 

 

白
滝 

明
久 

小
野
一
丁
目 

足
立 

正
浩 

小
野
二
丁
目 

 
  
 

野
田 

修
司 

 

小
林 

豊
人 

小
野
三
丁
目 

浜
口 

民
男 

 

平
瀬 

忠
寿 

小
野
四
丁
目 

兼
山 

勝
治 

小
野
五
丁
目 

松
野 

恵 

 

大
久
保 

秀
継 

小
野
六
丁
目 

林 

彰
紀 

 

洞
戸 

行
夫 

小
野
七
丁
目 

酒
井 

智
義 

 

三
島 

修 

小
野
八
丁
目 

鎌
倉 

要
一 

 

後
藤 

千
廣 

中

坪 

餌
取 

評
八 

 

 

令
和
四
年
度 

主
な
事
業
報
告 

 

五
月
五
日
（
木
） 

 

花
祭
り
パ
レ
ー
ド 

 

中
止 

  

七
月
二
十
八
日(
木)
～
八
月
八
日(

月)
 

 
 

暁
天
の
集
い 

 
 

  

八
月
十
七
日(

水)
 

 

灯
籠
流
し 

 
 
 

  

九
月
十
六
日(

金)
 

 

追
弔
会 

 

令
和
五
年
度 

主
な
事
業
予
定 

 

五
月
五
日
（
金
） 

 

花
祭
り
パ
レ
ー
ド 

 
 

  

七
月
二
十
八
日(

金)

～
八
月
八
日(

火)
 

 

暁
天
の
集
い 

  

八
月
十
七
日(

木)
 

 

灯
籠
流
し 

 
  

九
月
十
六
日(

土)
 

 

追
弔
会 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年度八幡仏教会収支決算書 

令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

繰 越 金 1,531,412 1,531,412 0  

会 費 収 入 625,000 619,000 △6,000 3 年 度 分 @ 5 0 0 ×
8 戸 分 を 含 む  
 

事 業 収 入 250,000 107,098 △354,000  

内 

 

訳 

花まつり 0 0 0 コロナ禍により中止 

灯籠流し 200,000 92,098 △107,902 灯篭 84 基,賽銭 

追 弔 会 50,000 15,000 △35,000 志納金 

暁天の集い 0 0 △60,000  

雑 収 入 0 12 12 預 金 利 息 

積立金取り崩し 0 0 0  

合 計 2,406,412 2,257,522 △148,890  

【 支 出 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

事 業 部 費 450,000 409,710 40,290  

内 

 

訳 

花まつり 0 0 0 コロナ禍により中止 

灯籠流し 250,000 272,310 △22,310 御礼,布施等 

追 弔 会 140,000 103,400 36,600 会場謝礼,布施等  

暁天の集い 60,000 34,000 26,000 チラシ、皆勤賞 16 

総 務 部 費 0 0 0  

教化広報費 60,000 63,800 △3,800 サ ー バ 利 用 料

事 務 費 100,000 153,740 △53,740 
通信費 ,事務用品。 

事務補助費等 

会 議 費 84,000 22,200 61,800 常 任 理 事 会 

渉 外 費 150,000 140,720 9,280 
市 仏 教 会 費 

倉庫土地借料,香 

備 品 費 100,000 0 100,000  

予 備 費 1,462,412 0 1,462,412  

小 計 2,406,170 790,170 1,616,242  

繰 越 金 0 1,467,352 1,467,352  

合 計 2,406,412 2,257,522 148,890  
 

積 立 金 定期貯金 1,151,285(元利合計額)  

 

上記のとおり報告します。 

令和 5年 3月 29 日 八幡仏教会 会計 本田 あけ美 

 

監査の結果 正確であることを認めます。 

令和 5年 3月 29 日 八幡仏教会 監査 筒井 淳美 

 監査 和田 勝介 

令和 5年度八幡仏教会予算書 

令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 前年度実績 予 算 額  備 考  

繰 越 金 1,531,412 1,467,352  

会 費 収 入 619,000 600,000 ＠500×1,200 戸分 

事 業 収 入 107,098 125,000  

内 

 

訳 

花まつり 0 10,000 参加費 @100×100 人分 

灯籠流し 92,098 100,000 灯篭申し込み＠1,000×100 基分 

追 弔 会 15,000 15,000 志納金ほか 

暁天の集い 0 0  

雑 収 入 12 0  

積立金取り崩し 0 0  

合 計 2,257,522 2,192,352  

【 支 出 の 部 】 

科 目 前年度実績額 予 算 額  備 考  

事 業 部 費 409,710 645,000  

内 

 

訳 

花まつり 0 200,000 ポスター、チラシ、布施、供物、参加記念品等 

灯籠流し 272,310 300,000 ポスター、チラシ供物、布施、供物等

追 弔 会 103,400 110,000 布施、供物等 

暁天の集い 34,000 35,000 ポスター、チラシ、皆勤賞等 

総 務 部 費 0 0  

教化広報費 63,800 120,000 サーバ利用料,会報,パンフレット 

事 務 費 153,740 200,000 通信費,事務用品等 

会 議 費 22,200 100,000 世話人会、常任理事会 

渉 外 費 140,720 150,000 
市仏教会費、倉庫土地借料、香典、

供花、香ほか 

備 品 費 0 100,000  

予 備 費 0 877,352  

次年度繰越金 1,467,352 0  

合 計 2,257,522 2,192,352  

※コロナ禍、諸物価の高騰など社会全般の急激な変化のため、前年対比は不可。 

《
あ
と
が
き
》 

ま
も
な
く
郡
上
踊
り
の
季

節
で
す
。
本
年
は
通
常
開
催
と

の
事
。
郡
上
踊
り
は
八
幡
町
民

の
生
活
の
一
部
と
言
え
る
ほ

ど
の
日
常
で
し
た
が
、
通
常
開

催
で
、
や
っ
と
元
の
生
活
に
戻

れ
る
気
が
し
ま
す
。 

 

八
幡
仏
教
会
報
へ
の
ご
意

見
、
ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
柳
町 

善
光
寺
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
次
回
の
参
考
に

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

（
ぜ
） 
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